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私
が
四
歳
の
五
月
の
節
句
の
と
き
、
隣
家
か
ら
發
し
た
火
事
の
た
め
に
、

私
の
五
月
幟
も
五
月
人
形
も
み
ん
な
燒
け
て
し
ま
つ
た
。
そ
の
火
事
の
恐
怖

が
、
私
に
甚
だ
強
い
衝
動
を
與
へ
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
い
ろ
い

ろ
な
記
憶
が
、
跡
か
た
も
な
く
消
え
て
し
ま
つ
た
ら
し
い
。
幼
年
時
代
に
取

材
し
た
作
品
は
、
「
幼
年
時
代
」
「
三
つ
の
插
話
」
「
花
を
持
て
る
女
」
な

ど
に
書
い
た
。
昭
和
二
年
、
二
十
四
歳
の
時
、
「
ル
ウ
ベ
ン
ス
の
僞
畫
」
の

初
稿
が
出
來
た
。
二
十
七
の
秋
、
「
聖
家
族
」
を
脱
稿
後
喀
血
し
て
、
翌
年

の
春
ま
で
、
向
島
の
家
で
寢
て
、
そ
れ
か
ら
夏
ま
で
信
州
の
富
士
見
高
原
に

ゐ
た
。
八
月
輕
井
澤
へ
い
つ
て
「
恢
復
期
」
を
執
筆
し
た
。
私
は
そ
れ
よ
り

前
、
一
高
在
學
中
か
ら
、
室
生
犀
星
、
萩
原
朔
太
郎
、
芥
川
龍
之
介
の
諸
氏
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を
識
り
、
そ
の
頃
か
ら
、
佐
藤
春
夫
氏
の
作
品
及
び
そ
の
人
柄
を
愛
し
て
ゐ

た
。

　
昭
和
八
年
の
夏
、
輕
井
澤
で
一
人
の
少
女
と
め
ぐ
り
會
ひ
、
翌
年
の
夏
の

末
、
そ
の
病
め
る
少
女
と
婚
約
し
た
。
し
か
し
そ
の
年
の
冬
に
、
少
女
は
富

士
見
の
療
養
所
で
、
短
か
な
生
涯
を
終
つ
た
。
昭
和
十
三
年
、
三
十
五
歳
の

時
、
前
年
の
夏
信
濃
追
分
で
知
合
つ
た
一
女
性
と
鎌
倉
で
結
婚
し
、
居
を
輕

井
澤
に
定
め
た
。
今
私
は
信
濃
追
分
の
假
寓
に
ゐ
る
。
こ
の
淺
間
の
麓
で
、

病
を
養
ふ
や
う
に
な
つ
て
か
ら
、
既
に
五
年
の
歳
月
を
過
し
、
又 

凍  

雪 

し
み
ゆ
き

の

冬
を
迎
へ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
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　1982
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　1949
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）
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入
力
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2011

年3
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日
作
成

青
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文
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成
フ
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イ
ル
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の
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ル
は
、
イ
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ー
ネ
ッ
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の
図
書
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、
青
空
文
庫
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w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
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の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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の
皆
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ん
で
す
。
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